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ど
複
数
の
が
ん
種
・
ス
テ
ー

ジ
で
一
貫
し
た
改
善
傾
向
が

示
さ
れ
て
お
り
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ

ク
チ
ン
が
免
疫
シ
ス
テ
ム
全

体
を
活
性
化
し
、
既
存
治
療

効
果
を
高
め
る
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
は
広
く
普
及
し
て
い

る
こ
と
か
ら
コ
ス
ト
も
低

く
、
臨
床
現
場
で
は
新
た
な

希
望
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　
■
講
演
の
ま
と
め

　
講
演
の
最
後
に
、
以
下
の

ポ
イ
ン
ト
が
整
理
さ
れ
た
。

　
▽
最
も
高
い
効
果
が
得
ら

れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
早
期
が

ん
（
特
に
外
科
手
術
後
）

だ
。

　
▽
進
行
が
ん
で
は
免
疫
攻

撃
へ
の
耐
性
や
腫
瘍
環
境
の

影
響
で
、
効
果
が
限
定
的
と

な
る
場
合
が
あ
る
。

　
▽
現
時
点
で
は
他
の
が
ん

治
療
に
完
全
に
取
っ
て
代
わ

る
も
の
で
は
な
く
、
他
治
療

と
の
併
用
で
効
果
を
高
め
る

研
究
が
進
ん

で
い
る
。

　
▽
生
存
率

の
メ
リ
ッ
ト

が
限
定
的
な

例
も
あ
る

（
例
：
前
立

腺
が
ん
ワ
ク

チ
ン
に
よ
る
約
４
カ
月
の
延

命
）
。

　
▽
治
療
費
は
高
額
で
、
補

助
的
な
使
用
に
よ
る
コ
ス
ト

増
大
も
課
題
だ
。

　
▽
効
果
は
患
者
の
免
疫
応

答
に
大
き
く
依
存
し
、
個
人

差
が
大
き
い
の
が
現
状
だ
。

　
■
質
疑
応
答

　
質
疑
応
答
で
は
、
樹
状
細

胞
ワ
ク
チ
ン
の
仕
組
み
や
、

他
の
免
疫
治
療
と
の
違
い
、

効
果
が
期
待
で
き
る
が
ん
の

種
類
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ

た
。

　
樹
状
細
胞
ワ
ク
チ
ン
は

「
免
疫
の
ト
レ
ー
ナ
ー
」
と

し
て
免
疫
細
胞
の
働
き
を
高

め
、
が
ん
細
胞
を
攻
撃
す

る
。
一
方
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
（
Ｉ
Ｃ

Ｉ
）
は
が
ん
細
胞
を
直
接
攻

撃
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
者

の
役
割
は
異
な
る
と
説
明
さ

れ
た
。
現
在
は
樹
状
細
胞
ワ

ク
チ
ン
と
Ｉ
Ｃ
Ｉ
や
ｍ
Ｒ
Ｎ

Ａ
治
療
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
治
療
効
果
を
高
め
る
ア

プ
ロ
ー
チ
が
主
流
だ
。
患
者

ご
と
に
腫
瘍
の
特
徴
が
異
な

る
た
め
、
個
別
化
し
た
検
査

や
マ
ー
カ
ー
の
重
要
性
も
増

し
て
い
る
。
転
移
性
前
立
腺

が
ん
や
メ
ラ
ノ
ー
マ
（
皮
膚

が
ん
）
で
研
究
が
進
ん
で
お

り
、
今
後
の
併
用
療
法
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
■
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
タ
ー
の

視
点
か
ら

　
今
回
の
講
演
を
通
じ
て
、

が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
は
じ
め
と

す
る
免
疫
を
活
用
し
た
治
療

法
の
進
展
が
、
保
険
引
受
査

定
や
商
品
設
計
に
新
た
な
課

題
を
突
き
つ
け
て
い
る
と
感

じ
た
。
特
に
、
が
ん
治
療
や

自
由
診
療
に
特
化
し
た
保
険

商
品
は
、
医
療
技
術
の
進
展

に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す

く
、
今
後
リ
ス
ク
が
顕
在
化

し
や
す
い
印
象
を
受
け
る
。

自
由
診
療
や
併
用
療
法
な

ど
、
治
療
の
選
択
肢
が
拡
大

す
る
こ
と
で
、
給
付
金
請
求

の
増
加
や
給
付
額
の
上
昇
を

招
き
、
保
険
料
率
設
定
の
前

提
が
揺
ら
ぐ
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。

　
引
受
査
定
で
は
、
特
化
型

商
品
ほ
ど
確
認
の
精
度
が
求

め
ら
れ
る
。
治
療
歴
の
確
認

は
『
が
ん
の
有
無
』
だ
け
で

は
な
く
、
治
療
の
種
類
や
治

験
・
自
由
診
療
の
利
用
、
併

用
治
療
の
有
無
、
今
後
の
治

療
方
針
な
ど
、
把
握
す
べ
き

情
報
は
年
々
増
え
て
い
る
。

個
別
化
医
療
の
進
展
に
よ

り
、
同
じ
診
断
名
で
も
治
療

内
容
が
大
き
く
異
な
る
た

め
、
告
知
内
容
の
確
認
や
理

解
に
は
よ
り
高
い
精
度
が
必

要
と
な
る
。

　
さ
ら
に
、
医
療
技
術
や
治

療
法
の
進
化
が
速
く
、
人
の

知
識
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ

な
い
時
代
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
遺
伝
子
解
析
や
免
疫
環

境
、
併
用
治
療
、
治
験
の
進

捗
な
ど
、
参
照
す
べ
き
情
報

が
増
え
て
い
る
中
、
Ａ
Ｉ
な

ど
の
技
術
を
活
用
し
て
最
新

知
見
を
整
理
・
収
集
し
、
査

定
者
の
判
断
を
支
え
る
必
要

性
を
強
く
感
じ
る
。

　
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
医
療
の

現
場
で
は
新
し
い
選
択
肢
と

し
て
発
展
が
期
待
さ
れ
る
一

方
、
保
険
会
社
に
と
っ
て
は

個
別
化
・
高
額
化
・
変
化
速

度
の
上
昇
と
い
う
新
た
な
不

確
実
性
を
も
た
ら
す
テ
ー
マ

だ
。

　「
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
タ
ー
と

し
て
、
医
学
的
進
歩
を
継
続

的
に
学
び
、
変
化
に
対
応
で

き
る
仕
組
み
を
整
え
な
が

ら
、
健
全
な
保
険
集
団
の
維

持
と
お
客
さ
ま
保
護
の
両
立

に
こ
れ
か
ら
も
努
め
る
」
と

総
括
し
て
い
る
。

　（
文
責
：
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ

生
命
契
約
サ
ー
ビ
ス
部
　
小

林
理
沙
）

　
■
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
基
礎

　
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
免
疫

シ
ス
テ
ム
を
刺
激
し
て
が
ん

細
胞
を
認
識
・
攻
撃
す
る
よ

う
設
計
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ク

チ
ン
が
免
疫
細
胞
の
“
ト
レ

ー
ナ
ー
”
と
な
り
、
健
康
な

細
胞
と
が
ん
細
胞
を
区
別

し
、
が
ん
細
胞
だ
け
を
攻
撃

す
る
状
態
を
作
る
点
が
重
要

だ
。

　
従
来
の
治
療
（
化
学
療
法

・
放
射
線
療
法
）
と
比
較
し

て
、
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
高
い

特
異
性
や
免
疫
記
憶
、
低
い

副
作
用
と
い
っ
た
優
位
性
が

あ
る
。
一
方
、
患
者
ご
と
に

免
疫
応
答
や
腫
瘍
の
特
徴
が

異
な
る
た
め
、
個
別
化
ワ
ク

チ
ン
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
遺
伝
子
解
析
や
デ
ー

タ
分
析
の
活
用
が
、
そ
の
鍵

と
な
っ
て
い
る
。

　
■
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

　
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
予

防
型
（
発
が
ん
性
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
予
防
）
と
治
療
型

（
既
存
の
腫
瘍
へ
の
免
疫
攻

撃
）
の
二
つ
が
あ
る
。
今
回

の
講
演
で
は
治
療
型
ワ
ク
チ

ン
が
主
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
。

　
個
別
化
し
た
ワ
ク
チ
ン
が

必
要
な
一
方
で
、
遺
伝
子
情

報
や
が
ん
細
胞
の
特
徴
を
詳

細
に
分
析
し
て
設
計
す
る
必

要
が
あ
り
、
開
発
コ
ス
ト
や

製
造
期
間
、
物
流
の
複
雑
さ

と
い
っ
た
課
題
も
指
摘
さ
れ

た
。

　
■
治
療
型
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
開
発
方
法

　
治
療
型
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は

次
の
四
つ
の
方
法
で
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
①
細
胞
ベ
ー
ス
：
患
者
の

細
胞
を
利
用
し
て
免
疫
シ
ス

テ
ム
を
刺
激
す
る
方
法
。
前

立
腺
が
ん
向
け
に
承
認
例
が

あ
る
も
の
の
、
治
療
費
が
高

く
、
延
命
効
果
も
限
定
的

だ
。

　
②
ウ
イ
ル
ス
ベ
ー
ス
：
ウ

イ
ル
ス
を
改
良
し
免
疫
の
働

き
を
高
め
る
方
法
。
皮
膚
が

ん
や
膀
胱
が
ん
で
承
認
例
が

あ
り
、
生
存
期
間
の
延
長
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
③
ペ
プ
チ
ド
ベ
ー
ス
：
が

ん
細
胞
由
来
の
タ
ン
パ
ク
質

の
一
部
を
利
用
し
免
疫
を
訓

練
す
る
。
現
時
点
で
は
治
療

目
的
で
承
認
さ
れ
た
も
の
は

な
く
、
予
防
型
ワ
ク
チ
ン
が

中
心
だ
。

　
④
核
酸
ベ
ー
ス
（
Ｄ
Ｎ
Ａ

／
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
）
：
遺
伝
子
情

報
を
活
用
し
、
体
内
で
が
ん

の
特
徴
を
免
疫
に
教
え
る
方

法
。
皮
膚
が
ん
で
再
発
率
や

生
存
率
の
向
上
が
報
告
さ
れ

て
お
り
、
今
後
も
大
規
模
試

験
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
■
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
（
コ

ロ
ナ
）
ワ
ク
チ
ン
と
が
ん
治

療
―
新
た
な
希
望

　
２
０
２
４
年
11
月
に
発
表

さ
れ
、
Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
誌

（
25
年
11
月
掲
載
）
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
新
し
い
知
見
に

よ
れ
ば
、
が
ん
治
療
中
の
患

者
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
　
ｍ
Ｒ
Ｎ

Ａ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
場

合
、
非
接
種
群
に
比
べ
て
生

存
率
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ

た
。
肺
が
ん
や
皮
膚
が
ん
な

　
日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会
は
３
月
24
日
、
第
88
回
教
育
講
習
会
「
「
が
ん
ワ
ク
チ
ン
」
―
個
別
化
医
療
の

進
展
と
保
険
引
受
へ
の
課
題
」
を
開
催
し
た
。
　
近
年
、
が
ん
治
療
は
「
免
疫
」
を
軸
に
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い

る
。
化
学
療
法
や
放
射
線
療
法
に
加
え
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
な
ど
の
免
疫
療
法
が
治
療
の
選
択
肢
と
し

て
定
着
し
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
〝
訓
練
〟
し
て
が
ん
細
胞
を
認
識
・
攻
撃
さ
せ
る
「
が
ん
ワ
ク
チ
ン
」
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
。
今
回
の
講
習
会
で
は
、
ス
イ
ス
再
保
険
会
社
で
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
（
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
の
チ
ー
フ
メ
デ
ィ

カ
ル
オ
フ
ィ
サ
ー
を
務
め
る
Ｄ
ｒ
．
Ｄ
ａ
ｖ
ｉ
ｄ
　
Ｌ
ｕ
（
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ル
ー
）
氏
が
登
壇
し
、
医
学
的
専
門
性
と

保
険
引
受
査
定
の
豊
富
な
経
験
を
持
つ
同
氏
が
、
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
基
礎
か
ら
最
新
治
療
、
臨
床
成
績
や
課
題
、
さ
ら

に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
新
し
い
知
見
ま
で
、
体
系
的
に
解
説
し
た
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
で
新
し
い
知
見
も

日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会
　

第
88
回
教
育
講
習
会

ス
イ
ス
再
保
険
・
ル
ー
氏
が「
が
ん
ワ
ク
チ
ン
」解
説

本記事を執筆した小林氏


